
第三次和光市食育推進計画の進捗について
【基本方針１】生涯を支える健康づくり（ライフコースアプロ―チ）の

観点を取り入れた食育推進
★施策２ 健康寿命の延伸につながる食育の推進
★施策３ 地域一体型の自然に健康になれる食環境づくり（横断的施策）

食育推進店に登録しているスーパー、コンビニエンスストアにて
６月の食育月間の取り組みとして、ちょこっとプラス（果物・野菜）バナーを掲示。食育月間修
了後も可能な限り継続を依頼。
野菜商品１品を毎食加えることの大切さを啓発した。取組については、健康教室や食の講座
事業実施の際、HP等で周知をはかった。市内スーパーマーケット６店舗、コンビニエンススト
ア２１店舗で実施。
また通年の取り組みでは、健康に配慮した商品（わこう食育認定商品）に対し、食育認定マー
クを掲示。現在登録数は５２２商品となっている。

令和６年度第１回HSC審議会別添資料２

ahirahara
四角形



【基本方針３】食を通じた正しい知識の習得と未来につながる食育

★施策４ わこ産わこ消の推進と伝統的食文化の継承

・地場産野菜や果物の紹介・レシピ配布

１２月１日
わぴあクリスマスイベント

わぴあ敷地内に季節の野菜と
その野菜に関する知識を記載したポス
ターを貼り、そのポスターを探すという
コーナーを設けました。
食育コーナーへの来客は５２２名。
景品としてコンソーシアム構成員である
大塚食品から、１食分の野菜のカレー
２７０食を提供していただきました。



【基本方針３】食を通じた正しい知識の習得と未来につながる食育

★施策４ わこ産わこ消の推進と伝統的食文化の継承
★施策５ 食への関心、理解を深め、感謝の気持ちをはぐくむ

・出前講座、収穫体験等体験型食育イベントの実施
・「だれか」と一緒に食べる「共食」の推進

地元農家さんからのお話

ヘルスサポーターさんに
調理補助を依頼

食育推進店やコンソーシアム構成員の皆様
に講師になっていただきました。

地元の食材を使用し調理しました。

ヘルスサポーターさん、地元事業者のみなさん
と「いただきます」をして共食しました。

和光市の昔ながらの言い伝え
「朝まんじゅう・昼うどん
夜は残りのごちゃごちゃうどん」
を再現しました。



【基本方針３】食を通じた正しい知識の習得と未来につながる食育

★施策５ 食への関心、理解を深め、感謝の気持ちをはぐくむ

・災害時における家庭での備蓄の啓発

危機管理室と共同で、
和光市ボランティア連絡会、南地区社協の２
か所で「災害時の食と栄養」について講義を
行いました。２回の開催で参加者は
約１００名でした。また、ローリングストックに
関するレシピ等の配布も行った。
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